
最終更新日 2024年4月5日

プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分 就労体験活動 希望する選考方法 書類審査のみ

募集人数 16人程度 選考対象 大学院学生を含む

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間
2024/8月～9月ごろを想定
2日間

主な活動予定場所 ①吉本興業東京本部(新宿)or都内劇場 ②都内劇場

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定) 0円

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

なし

なし

参加する

プロの芸人から漫才という芸能を学び実践することによって、会話力および表現力を向上させ、コミュニケーションに関
する新たな知見を獲得する。

2021年度より3年連続で行ってきた「漫才ワークショップ」を2日間に拡張するものです。従来は漫才の講義が1時間、コン
ビを組んでからのネタ作り・ネタ合わせが2時間という流れでしたが、参加者からの「もっとじっくりと時間をかけてネタ作り
に向き合いたい」という声も多く、以下のような構成をご提案できればと思います。
①
・漫才に関する講義
・コンビ組み
・ネタ作り&ネタ見せ
・講師からのフィードバック
②＜新規内容＞
実際に劇場で興行「東大生no寄席(仮)」を設定し、客入れを行います。その環境のもとで①を経てコンビで改良を重ねた
ネタを披露し、審査員からの講評をいただきます。
これまで成果物披露に対してのコメントを次に活かす機会がありませんでしたが、今回はいったん作ったネタに対しての
フィードバックをお客様を入れての「本番」に反映させる
時間と機会を設けることで、より講義内容を実感として体得できるプログラムにいたします。

8月～9月
①漫才ワークショップ＠吉本興業東京本部or都内劇場
②「東大生no寄席(仮)」＠都内劇場
※①と②の間は数日～1週間程度あける想定

実施場所(都内になります)までの往復の交通費

なし

実施場所(都内になります)までの往復の交通費
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笑う東大×学ぶ吉本 SDGs人材交換留学「漫才ワークショップ」

吉本興業株式会社/東京大学本部社会連携推進課

オンラインを活用しつつ現地活動を行う

特になし

なし

